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代
官
の
官
舎
で
あ
る
本
陣
、
公
用
を
執
務
す
る
役
所
、
米
蔵
、
運
上
蔵
、
属
更
の
官
舎
で
あ
る
小
屋
ま
た
は
長
屋
、
牢
屋
を
総
称
し
て

代
官
所
、
も
し
く
は
代
官
陣
屋
と
よ
ぶ
。

藩
政
時
代
の
政
治
中
心
地
の
う
ち
、
城
下
町
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
代
官
所
所
在
地
に
関
す
る
研
究
は
極

め
て
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
歴
史
学
に
お
い
て
も
、
藩
領
と
比
べ
天
領
に
つ
い
て
の
研
究
の
立
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
村
上
直
に
よ
る
一
連
の
業
績
は
、
古
同

く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う

T)。
し
か
し
な
が
ら
、

歴
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
く
ま
で
も
郡
代
、

代
官
を
中
心
と
す
る
江
戸
幕
府
の

地
方
支
配
機
構
や
制
度
的
側
面
が
中
心
で
あ
っ
て
、
地
理
学
的
な
面
か
ら
の
検
討
は
極
め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
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ろ
う
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
と
く
に
天
領
の
代
官
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
都
市
に
つ
い
て
、
歴
史
地
理
学
的
立
場
か
ら
研
究
を
す
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表1:・代官所町の概要

代官所ω| 現在地名 l支配地ωl支配高叶設置時期(4)1人 口ω1明治初期の県 l跡地の利 l現在人| 備
?ü'J:[:....~""f，:I I.x. J:lW ....~ I (万石)1I1X/EI.""m-1 (明治12年)I庁の有無間 |用問 |口川 l 附 考

1柴橋 山形県寒河江市 出羽 6.9 宝暦10 41，603 (寒河江市の人口)
2桑折 福島県桑折町 陸奥 8.3 天和2 2，774 勇喜男言地 4，856 
3 塙 グ塙町 陸奥・常陸 5.7 享保14 506 12，328 
4小名浜 グいわき市 陸奥 8.3 延享4 3，853 347，210 (いわき市の人口)
5真岡 栃木県真岡市 下野 9.4 天明3 2，794 真岡県 53，664 
6岩鼻 群馬県高崎市 上野・武蔵 13.4 寛政5 818 岩よる県 223，069 (高崎市の人口)

7水原 新潟県水原町 越後 10.6 延享3 6，814 水原県 20，036 
8出雲崎 1/ 出雲崎町 越後 7.1 元和2 9，060 7， 173 
9中野 長野県中野市 信濃 5.4 元禄16 3，050 中 野県→県 40， 149 
10甲府 山梨県甲府市 甲斐 8.4 享保9以降 18，394 -甲府 山梨

小学校 199，333 
ノ回C 

11市川 グ市川大門町 甲斐 7.9 明和2 4，681 市川県 一般市街地 13，170 
12石和 M 石和町 甲斐 5.7 享保9以降 石手口県 小学校 17，154 
13韮山 静岡県韮山町 武河蔵駿・伊河・豆相・撲遠江・駿 8.4 天正18 1，497 韮山県 邸宅(現存) 15，787 
14駿府 グ静岡市 8.0 寛永9 36，921 -静岡県 一般市街地 457，464 
15中泉 グ磐田市 遠江・三河 6.3 天正18 1，950 

界市后寺街H地宥院ー般

76，901 (磐田市の人口)
16笠松 岐阜県笠松町 美濃・伊勢・力 10.0 寛文2 3，550 笠松県 22，766 
17高山 グ高山市 飛賀騨・越前 日 11.4 元禄5 14，254 高山県 62，979 
18大津 滋賀県大津市 大和・近江 10.1 元和3 18，099 -県大津県→滋賀一般市街地 214，099 
19信楽 グ信楽町 i内Z大江・伊・和勢山城・河 5.5 慶長5 13，633 
20五条 奈良県五条市 6.1 寛政7 4，099 五条県 県公庁園→史跡 34，913 



21久美浜 京都府久美浜町 丹後・但馬 6.7 享保16 1，917 久美浜県 小学校 13，425 

22生野 兵庫県生野町 但馬・播磨・美作 7.4 慶長5 3，614 生野県 小学校 6，225 

* 
所県→庁記→資念料郡館役館 (大田市の人口)23大森 島根県大田市 石見・備後・備中 7.8 慶長6 2，173 大森県 38，612 

24倉敷 岡山県倉敷市 備中・讃岐・美作 6.3 寛永19 6，061 倉敷県 407，580 

大分県日田市 豊富-援前・日思 山 |寛永16
*氷

25日田
肥・ ・筑

3，831 日田県 一般市街地 65，410 

26長崎 長崎県長崎市 肥 3.6 天正16 32，876 -長崎県 444，317 

〔注〕

(1) 村上直・荒川l秀俊「江戸幕府代官史料県令集覧」による。慶応3年に元陣屋であったもの。 (2) 前掲(1)0 (3) 天保10年

の石高，前掲(1)0 (4) 村上直『天領』による。 (5) 参謀本部編『共武政表(明治12年版)oITo (6) ・は現在も県庁所在地。

(7) →は利用の変動をあらわず。 (8) i全国市町村要覧(昭和56年版)Jによる。 本大森町と銀山町の合計。 料豆田町と隈町

の合計。
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15-20万石護診o 2-5万石
@) 5 -10 

eli!> 10-15 60万石以上

代官所の分布の石高

A:江戸在府， B 京都， c 大坂， 1-26は表1参照。
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代
官
所
の
分
布
と
設

置
時
期

天
領
の
分
布
に
つ
い
て

は
、
村
上
に
よ
る
先
駆
的
な

代官所の設置時期にみる地域的分布

研
究
が
あ
り
(
3
〉
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
関
東
筋
、
海
道
筋
、

畿
内
筋
、
そ
し
て
北
国
筋
の

順
に
集
中
し
て
い
る
。
当
然

代
官
所
も
こ
れ
ら
の
分
布
に

と
も
な
い
設
定
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
陸
奥
に
お
け

る
小
名
浜
と
塙
、
甲
斐
に
お

図 2

け
る
甲
府
・
石
和
・
市
川
な

ど
の
よ
う
に
比
較
的
至
近
な

距
離
に
設
定
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
今
後
そ
の
設
定
の

地
理
学
的
意
義
に
つ
い
て
検
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代官所町の職業構成表 2

)内は%J〔単位:軒。(

日田(豆田町)(元文4年)中野(明治11年〉

50(33J (16. 5) 

63(53J (20. 8) 

122(96J (40. 3) 

57(28J (18. 8) 

11(10J ( 3. 6) その他

業

業

業

業

寺

業

留

工

農

手

商

雑

社

笠松(明治4年)

業

手工業

商業

手間賃稼171 (19.3) 

7 

計 |い3飢辺220削∞
( Jの数字は主業者数

医

寄

4 

3 

農業

手工業

商業

雇

院

術

士族

筆道教授

農265 (31. 3) 

106 (12.5) 

367 (43.3) 

83 ( 9.8) 

127 (14.4) 

148 (20.8) 

382 (43.3) 

日

寺

医

(2.2) 

848 (100) 計
2 

3 cr大分の歴史JP. 363 
(5巻)，原田敏丸氏に

その他

よるものに加筆し作成〕

工・商は農業兼業を含む

(r中野市史」より作成〕
十 883(100) ~ 

日

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、

そ
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
(
表
1
〉、

天
正
二
ハ

年
(
一
五
八
八
)
の
長
崎
か
ら
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
の
五
条
に

至
る
ま
で
お
よ
そ
こ

O
O年
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
こ
れ
が
代
官
所
町
の

一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
西
日
本
お
よ

び
東
海
道
に
設
置
さ
れ
た
代
官
所
が
、
江
戸
初
期
に
集
中
し
て
い
る
の

に
対
し
、
東
日
本
の
多
く
が
享
保
以
降
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。

代
官
所
町
の
職
業
構
成

代
官
所
町
の
職
業
構
成
に
つ
い
て
は
、
笠
松
(
美
濃
〉

-
中
野
(
信

濃

-
日
田
八
豆
田
町

V
(豊
後
)
に
つ
い
て
資
料
を
得
る
こ
と
が
で

(i笠松町史」より作成〕

き
た
の
で
検
討
を
加
え
て
み
た
い
〈
表

2
1
こ
の
う
ち
笠
松
・
中
野

は
明
治
初
期
の
も
の
、

日
田
に
つ
い
て
は
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る
。

笠
松
は
岐
阜
市
の
南
に
位
置
し
、
木
曾
川
の
右
岸
に
沿
っ
て
帯
状
に

ひ
ら
け
た
平
坦
地
で
あ
る
。
木
曾
川
の
水
運
を
利
用
し
、
古
く
か
ら
美

濃
の
物
資
の
集
散
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
代
官
所
が
設
置
さ
れ
た
の
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は
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
で
、
以
来
約
二

O
O年
、
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
の
所
在
地
と
し
て
、
政
治
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て

、
h
-
o

、しv
中ムド笠

松
の
職
業
構
成
を
み
る
と
、
実
に
八
五
%
が
商
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
二
次
・
第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
お
り
、
都
市
と
し
て
の

性
格
が
極
め
て
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
笠
松
に
つ
い
て
は
士
族
数
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
代
官
所

が
設
置
さ
れ
て
い
た
時
期
の
士
族
数
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
は
判
断
し
難
い
。

中
野
は
、
長
野
県
北
部
、
長
野
盆
地
東
麓
の
中
野
扇
状
地
の
扇
央
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
代
官
所
が
置
か
れ
た
の
は
、
元
禄
一

六
年
〈
一
七

O
三
〉
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
九
斉
市
な
ど
が
聞
か
れ
、
市
場
町
と
し
て
も
栄
え
て
い
た
。

中
野
の
職
業
構
成
を
見
る
と
、
六
八
・
七
%
が
第
二
次
・
第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
農
業
兼
業
を
多

く
含
ん
で
お
り
、
前
述
の
笠
松
に
比
べ
都
市
的
性
格
は
や
や
劣
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

日
田
は
、
三
隈
川
・
花
月
川
・
玖
珠
川
・
大
山
川
の
合
流
点
に
あ
り
、

日
田
盆
地
の
中
心
地
と
し
て
交
通
上
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
こ

の
地
に
代
官
所
が
置
か
れ
た
の
は
、
寛
永
一
六
年
(
一
六
三
九
)
で
あ
り
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
〉
に
、
西
国
筋
郡
代
に
昇
格
し
て
か

ら
九
州
天
領
の
中
核
と
な
っ
た
。
代
官
・
郡
代
の
支
配
高
は
多
い
時
で
も
一
六
万
七

0
0
0石
で
、
全
国
天
領
の
四
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
辺
要
の
地
九
州
に
お
け
る
幕
府
権
力
を
代
表
し
、
周
辺
外
様
大
名
監
察
の
任
を
お
び
て
い
た
。
加
え
て
経
済
上
で
は
「
日
田
金
」
、

思
想
文
化
上
で
は
成
宜
固
な
ど
で
代
表
さ
れ
る
極
め
て
特
色
あ
る
地
位
を
占
め
て
い
た
(

4

)

。

日
田
は
豆
田
町
と
隈
町
か
ら
成
る
が
、
豆
田
町
に
は
多
く
の
商
家
が
集
ま
り
町
人
の
町
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
職
業
構
成
か
ら

も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
実
に
八
三
・
五
%
が
第
二
次
・
第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
の
主
業
者
の
比
率
も
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
笠
松
・
中
野
・
日
田
の
三
者
か
ら
都
市
機
能
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
者
に
共
通
し
て
商
工
業
に
従
事
す
る
も
の
の
比



口l寺院数

E人口，寺院数とも「共武政表(明治

12年)Jより作成〕

表 3

l民

1 
高新 潟田 37，076 49 2 

新 3 三条 13，057 I 19 
4 11，797 I 35 
5 10，807 I 8 

潟 6 9，060 I 2τ 
7 8，386 I 8 
8 7，554 1 

県 9 7，426 25 
10 7，149 i 10 
11 6，814 I 9 

1 
大高岐 垣山2 14，254 I 27 

岐
3 
加八 阜幡納

12，960 I 54 
4 5，597 I 9 
5 4，962 i 16 

阜
6 関 4，426 18 
7 

細高ヶ耳語松目
4，391 7 

8 4，036 5 

県
9 3，721 7 
10 
上鵜笠有

5 
11 3，630 5 
12 3，550 8 

1 松本 12 

長 2 上回 12，548 16 
3 

飯松長小草 代野島諸田
9，873 20 

里子
4 9，363 22 
5 8，330 48 

県
6 7，007 13 
7 3，114 7 
8 3，050 10 
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率
が
高
く
、
当
時
と
し
て
は
都
市
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

四

都
市
景
観
の
特
色

代
官
所
町
の
景
観
の
特
色
と
し
て
、

ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
城
下
町
の
よ
う
な
身
分
階
層
に
よ
る
居
住
地
区
分
が
見
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
5
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
代
官
所
の
役
人
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
武
家
だ
け
の
居
住
地
を
形
成
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
武
土
の
聞
に
お
け
る
職
業
的
・
階
層
的
居
住
地
区
分
が
見
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
所
に

よ
っ
て
は
武
士
と
庶
民
の
混
住
と
い
う
形
態
を
生
み
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
が
高
山
や
倉
敷
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
町
人
文
化
を
生
ん
だ
と
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も
吟
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ま
た
都
市
計
画
に
お
い
て
、
代
官
に
よ
る
軍
事
的
配
慮
と
い
う
点
も
稀
薄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
城
下
町
に
み
ら
れ
る
遠

見
遮
断
の
鍵
形
の
道
路
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
都
市
計
画
の
み
な
ら
ず
、
町
の
軍
事
力
・
警
察
力
と
い
う
点

に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
武
士
団
の
力
が
弱
く
、
警
察
権
の
弱
さ
か
ら
博
徒
や
親
分
衆
の
活
躍
を
生
ん
だ
地
で
も
あ
っ
た
ハ
5
〉。

た
だ
軍
事
的
配
慮
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
高
山
を
は
じ
め
、
中
世
・
近
世
初
期
の
城
下
町
の
町
並
み
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
も

の
に
お
い
て
は
、
そ
の
影
響
を
指
摘
し
得
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
市
川
・
水
原
・
笠
松
の
三
者
に
共
通
し
て
、
幅
お
よ
そ
一

t
二
メ
ー
ト
ル
の
路
地
が
網
の
目
の
よ
う
に
町

の
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
路
地
は
、
共
通
し
て
水
路
を
伴
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
路
地
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

も
つ
の
か
、
今
後
他
の
都
市
に
つ
い
て
も
-
調
査
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
代
官
所
町
全
体
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
寺
院
が
多
い
こ
と
を
挙
げ
た
い
(
表

3
1
例
え
ば
新
潟
県
に
つ
い
て
見
る
と
、

出
雲
崎
は
人
口
で
第
六
位
で
あ
る
が
寺
院
数
で
は
三
位
の
三
条
、

五
位
の
新
発
田
を
し
の
い
で
い
る
ほ
か
、
水
原
も
寺
院
数
で
は
、
人
口

で
上
位
で
あ
る
新
発
田
・
加
茂
・
村
松
を
上
回
る
。
ま
た
岐
阜
県
に
つ
い
て
み
る
と
笠
松
は
人
口
で
は
二
一
位
で
あ
る
が
、
寺
院
数
で
は

七
位
と
な
る
。
山
梨
県
で
は
甲
府
の
一
位
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
市
川
は
人
口
に
お
い
で
ほ
ぼ
同
規
模
の
鰍
沢
と
比
較
し
、
倍
以
上
の

寺
院
数
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
並
び
に
寺
院
の
配
置
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
城
下
町
の
よ
う
に
軍
事
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の

か
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五

人
口
と
石
高
の
関
係
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人
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と
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領
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石
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の
関
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に
つ
い
て
は
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こ
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町
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藤
岡
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郎
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7
u
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村
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男
(
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ら



180 

に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
城
下
町
人
口
と
藩
石
高
の
聞
に
は
、

お
お
む
ね
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

X 
1 

で
は
、
代
官
所
町
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
代
官
所
町
二
三
ケ
所
に
つ
い
て
、
人
口
と
石
高
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
た

X
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城下町の人口と石高の関係

1前橋 2高田 3姫路 4小倉 5鶴岡 6福山 7白河

8小浜 9宇和島， 10松代， 11土浦， 12川越， 13古河， 14小

田原， 15豊橋， 16松本， 17浜松， 18篠山， 19上回， 20二本松

21掛川， 22津和野， 23大野， 24鯖江， 25沼田， 26福知山，

27烏山， 28人吉， 29下館

石高は明治初期，人口は明治5年

10 5 

図 4
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城下町における町方人口と武家人口

(1)角川地名大辞典「岐阜県」による。 (2)日本歴史地名

大系「長野県の地名」による。 (3)豊田武「日本の封建

都市」による。 石高は明治初期。

代官所の役人数(慶応3年)

岩 鼻 16 市 )11 13 

笠 松 15 大 森 6 

日 田 11 生 野 7 

高 山 10 中 野 5 

大 津 23 久美浜 8 

信 楽 31 桑 折 8 

韮 山 17 石 和 11 

甲 府 14 1止ヒミこ1 崎 7 

出雲崎 9 塙 5 

倉 敷 10 中 泉 9 

水 原 11 五 条 9 

小名浜 6 長 崎 15 

真 岡 13 駿 府 10 

表 4

城下町名(石高)T町方入戸伝次)I武家人口(年次)
大垣r吋10万石)[ 5，097人(天保14)[5，819人(明和2)
松代{引10万石)[ 2，319人(明治4)[4，000強(明治4)
松本ω(6万石)[ 8，206人(享保10)[6，072人〈享保10)

表 5

人数は代官および属僚(手付・手代)の合計

cr江戸幕府代官史業ト県令集覧」による〕

(図

3
1
な
お
比
較
検
討
の
た

め
、
二

i
二
O
万
石
以
上
の
城
下

町
を
無
作
為
に
選
び
(
9
u
、
両
者

を
比
較
し
た
(
図

4
1

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
代
官
所

町
に
お
い
て
は
、
正
の
比
例
関
係

は
城
下
町
の
場
合
に
比
べ
て
、
稀

薄
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
般
的
に

城
下
町
に
比
べ
、
石
高
の
割
に
人

口
が
少
な
い
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
支
配
石
高
七
万
九

の
人
口
が
六
八
一
四
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

ほ
ぼ
同
様
の
城
下
町
古
河
(
八
万
石
〉
が
九
三
四
三
人
(
明
治
五
年
)
、
小
田
原
(
七
万
五

0
0
0石
の
市
川
は
明
治
二
一
年

一
O
万
石
の
笠
松
と
同
石
高
の
藩
の
城
下
町
に
つ
い
て
み
る
と
、
笠
松
が
三
五
五

O

0
0
0石
〉
が
一
万
二
六
三
九
人
で
あ
る
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
は
る
か
に
多
い
数
と
な
っ
て
い
る
。

人
に
対
し
、
新
発
田
が
八
九
一
九
人
、
宇
和
島
が
一
万
五
三
九
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
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こ
れ
は
代
官
所
町
が
同
一
石
高
の
城
下
町
と
比
べ
、
武
家
人
口
が
極
め
て
希
少
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
4
に
示
し

た
よ
う
に
、
城
下
町
に
お
い
て
は
総
人
口
に
対
す
る
武
家
人
口
の
割
合
が
著
し
く
大
き
く
、

一
般
の
城
下
町
で
、
大
体
町
方
人
口
と
ほ
ぼ
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同
様
、
あ
る
い
は
少
な
い
か
の
程
度
で
あ
る
と
い
う

auo
例
え
ば
、

石
高
一

O
万
石
の
城
下
町
大
垣
や
松
代
に
お
い
て
は
、

武
家
人
口

が
そ
れ
ぞ
れ
五
八
一
九
人
、
四

O
O
O人
強
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
一

O
万
石
の
代
官
所
町
笠
松
の
役
人
数
は
、
わ
ず
か
に
一
五
人
で

あ
る
。
ま
た
六
万
石
の
城
下
町
松
本
で
は
武
家
人
口
が
六

O
七
二
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
六
万
三

0
0
0石
の
中
泉
、
倉
敷
の
役
人
数
は

各
々
九
人
、

一
O
人
で
極
め
て
少
な
く
(
表
5
)
、
そ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
る
武
家
人
口
も
当
然
希
少
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
代
官
所
町
に
お
い
て
は
、
役
人
数
が
い
ず
れ
も
極
め
て
少
な
く
、
ま
と
ま
っ
た
武
家
人
口
を
形
成
し
得
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
と
同
時
に
わ
ず
か
な
士
族
団
で
は
、
消
費
人
口
と
し
て
も
期
待
で
き
ず
、
当
然
そ
れ
に
伴
う
商
工
業
人
口
も
少
な
く
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
石
高
の
割
に
人
口
が
少
な
い
傾
向
を
示
す
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
矢
守
が
城
下
町
の
分
析
で

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
(
巴
、
複
数
機
能
を
有
す
る
長
崎
・
駿
府
・
甲
府
・
大
津
な
ど
で
は
人
口
規
模
が
大
と
な
っ
て
い
る
。

-'-J、
明
治
以
後
の
代
官
所
町

代
官
所
町
は
、
近
世
期
に
お
い
て
地
方
行
政
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
実
績
を
踏
ま
え
、
明
治
初
期
に
は
一
九
ケ
所
に
県
庁
が
置
か
れ

へ表
1
参
照
)
、
引
続
き
地
方
行
政
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

最
終
的
に
県
庁
所
在
地
と

な
っ
た
の
は
、
甲
府
・
駿
府
(
静
岡
〉

-
大
津
・
長
崎
の
四
都
市
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
都
市
名
と
県
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
甲
府
は
山
梨
県
、
大
津
は
滋
賀
県
、
駿
府
は
明
治
初
期
に
静
岡
と
な
り
静
岡

県
と
な
っ
て
い
て
、
わ
ず
か
に
長
崎
の
み
が
県
名
と
県
庁
所
在
地
名
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
幕
末
の
佐
幕
側
諸
藩
の
城
下

町
が
、
県
庁
所
在
地
と
な
ら
な
か
っ
た
り
、
県
庁
所
在
地
と
な
っ
て
も
県
名
が
異
な
っ
た
場
合
が
多
い
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
。



一
方
、
明
治
初
期
に
は
県
庁
が
置
か
れ
て
い
な
が
ら
、
現
在
ほ
と
ん
ど
そ
の
後
に
発
展
し
て
い
な
い
町
も
あ
る
。
前
述
の
四
都
市
の
他

現
在
市
で
あ
る
の
は
、
真
岡
・
中
野
・
高
山
・
五
条
・
倉
敷
・
日
田
で
あ
り
、
岩
鼻
・
大
森
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
、
高
崎
市
e

大
田
市
の

市
域
に
編
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
主
体
と
な
っ
て
市
を
形
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
明
治
初
期
に
県
庁
が
置
か
れ

て
い
て
、
現
在
町
に
と
ど
ま
る
の
が
水
原
・
石
和
・
市
川
・
韮
山
・
笠
松
・
久
美
浜
・
生
野
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
人
口
規
模
の
点
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
。
前
述
の
表
1
・
表
3
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
初
期
に
は
県
内
有
数
の

人
口
規
模
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
著
し
く
衰
退
、
も
し
く
は
停
滞
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
に
県
庁
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
後
に
県
庁
所
在
地
の
地
位
を
失
い
、
著
し
く
衰
退
、
も
し
く
は
停
滞
し
て

い
る
都
市
が
多
い
。
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そ
れ
で
は
代
官
所
町
の
多
く
が
明
治
以
後
発
展
し
な
か
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
が
政
治
的
要
因
で
あ
る
。
も
し
引
続
き
県
庁
が
置
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
所
在
地
と
し
て
そ
の
後
も

発
展
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
主
要
交
通
路
か
ら
隔
離
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
鉄
道
に
つ
い
て
み
る

と
、
例
え
ば
真
岡
を
通
る
真
岡
線
は
、
現
在
で
も
一
日
に
上
下
合
わ
せ
て
二

O
本
余
し
か
運
行
さ
れ
て
い
な
い
路
線
で
あ
る
。
ま
た
市
川

は
身
延
線
、
五
条
は
和
歌
山
線
、
と
い
ず
れ
も
主
要
幹
線
で
は
な
い
。
ま
た
高
山
は
高
山
本
線
、
日
目
は
久
大
本
線
で
あ
る
も
の
の
、
両

者
と
も
現
在
電
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
久
大
本
線
に
つ
い
て
は
特
急
列
車
が
運
転
さ
れ
て
い
な
い
路
線
で
あ
り
、
や
は
り
幹
線
と
は
い
い
難

L 、。
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ま
た
韮
山
・
中
野
・
笠
松
の
よ
う
に
国
鉄
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
私
鉄
沿
線
の
場
合
も
あ
る
。
韮
山
は
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
本
線
の
沿
線

で
あ
り
、
現
在
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
は
、
一
旦
相
鉄
道
↓
伊
豆
鉄
道
↓
駿
豆
鉄
道
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
中
野
は
現
在
長
野
電
鉄
の
沿
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線
に
あ
り
、

か
つ
て
は
河
東
鉄
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
笠
松
は
名
古
屋
鉄
道
の
沿
線
で
あ
る
。
こ
の
他
、
鉄
道
と
主
要
道
路
か
ら
ほ

と
ん
ど
隔
離
し
て
い
る
大
森
の
例
も
あ
る
。

七

代
官
所
跡
地
の
利
用

代
官
所
廃
止
後
の
土
地
利
用
の
変
化
、
そ
し
て
現
状
と
い
う
点
に
つ
き
整
理
す
る
と
、
①
小
学
校
、
①
官
庁
関
係
等
、
①
一
般
市
街
地

に
大
別
で
き
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
真
岡
・
水
原
・
甲
府
・
石
和
・
久
美
浜
・
生
野
が
挙
げ
ら
れ
、
水
原
は
後
に
公
民
館
と
な
っ
た
。

②
に
つ
い
て
は
桑
折
・
岩
鼻
・
中
野
・
笠
松
・
五
条
・
大
森
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
桑
折
は
郡
役
所
と
な
り
、
そ
の
建
物
が
文
化
財
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
岩
鼻
は
県
庁
↓
軍
の
火
薬
製
造
所
↓
社
宅
と
な
っ
て
い
る
。
大
森
は
県
庁
↓
郡
役
所
を
経
て
現
在
石
見
銀
山
資

料
館
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
は
公
民
館
に
、
笠
松
は
県
庁
移
転
後
、

一
般
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
五
条
に
つ
い
て
は
県
庁
移
転

後
、
史
跡
公
園
と
な
っ
て
い
て
、
市
立
民
俗
資
料
館
に
は
長
屋
門
が
現
存
し
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
市
川
・
駿
府
・
笠
松
・
大
津
・
日
田
が
挙
げ
ら
れ
、
市
川
に
つ
い
て
は
門
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
駿
府
は
現
在
料

亭
に
、
大
津
は
現
在
京
阪
電
鉄
浜
大
津
駅
付
近
の
市
街
地
で
あ
る
。
日
田
・
笠
松
に
は
跡
地
を
示
す
碑
が
立
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
韮
山
・
高
山
の
よ
う
に
代
官
所
自
体
が
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
高
山
に
つ
い
て
は
、
開
閉

庁
↓
支
庁
↓
郡
役
所
↓
地
方
事
務
所
を
経
て
、
四
四
年
に
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

八

お

わ

り

に



以
上
を
要
約
す
る
と
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

)
 

4
i
 
(
 

代
官
所
の
設
置
時
期
に
は
約
二

O
O年
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
西
日
本
お
よ
び
東
海
道
に
設
置
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
比
較
的
初
期

の
段
階
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
日
本
の
多
く
が
享
保
以
降
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

笠
松
・
中
野
・
日
田
の
職
業
構
成
か
ら
都
市
機
能
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
者
に
共
通
し
て
商
工
業
に
従
事
す
る
も
の
の
比
率
が
高

く
、
都
市
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(2) (3) 

代
官
所
町
の
景
観
の
特
色
と
し
て
は
、
城
下
町
の
よ
う
な
身
分
階
層
に
よ
る
居
住
地
区
分
が
み
う
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
都
市
計
画

に
お
い
て
、
寧
事
的
配
慮
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寺
院
が
比
較
的
多
い
の
も
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。

(4) 

代
官
所
町
に
つ
い
て
、
そ
の
人
口
と
石
高
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
城
下
町
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
正
の
相
関
関
係
は

近世代官所町の歴史地理学的考察

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
全
体
的
に
城
下
町
に
比
較
し
て
、
石
高
の
割
に
人
口
規
模
が
小
さ
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

(5) 

代
官
所
町
の
中
に
は
、
明
治
初
期
に
県
庁
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
後
に
県
庁
所
在
地
の
地
位
を
失
い
、
著
し
く
衰
退
、
も
し

く
は
停
滞
し
て
い
る
都
市
が
多
い
。
代
官
所
町
の
多
く
が
明
治
以
後
発
展
し
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
①
政
治
的
要
因
、
@
主
要
交
通
路

か
ら
の
隔
離
な
ど
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。

(6) 

代
官
所
町
廃
止
後
の
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
小
学
校
、
②
官
庁
関
係
等
、
③
一
般
市
街
地
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
代
官
所
所
在
地
に
つ
い
て
代
官
所
町
と
し
て
規
定
し
、
論
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
の
機
能
を
兼
ね
そ
の
方
が

優
位
に
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
町
場
を
形
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
(
例
え
ば
韮
山
)
も
あ
っ
て
、
代
官
所
所
在
地
の
す
べ
て
を
代

官
所
町
と
呼
ぶ
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
日
田
や
高
山
の
よ
う
に
、
代
官
所
の
存
在
が
そ
の
町
の
歴
史
的
発
展

185 

に
、
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
も
少
な
く
な
く
、
近
世
都
市
研
究
上
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。



186 

な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
城
下
町
と
の
比
較
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
、
代
官
所
町
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と

本
稿
で
は
、
天
領
の
代
官
所
所
在
地
に
つ
い
て
の
極
め
て
概
略
的
な
考
察
で
あ
っ
た
が
、
今
後
各
々
の
都
市
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細

が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
雄
藩
の
設
け
た
代
官
所
の
場
合
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
は
、
一
九
八
三
年
度
歴
史
地
理
学
会
第
二
六
回
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
・
御
鞭
縫
を
い
た
だ
い
た
駒
沢
大
学
文
学
部
の
中
島
義
一
・
長
野
党
両
先
生
、
現
地
で
御
便

宜
・
御
教
一
示
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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